
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】アプリケータ・アセンブリによりコンドームの

サイズが著しく増大せず、暗闇の中で触れることにより

アプリケータを確実にかつ容易に動作させることができ

、使用者の手の単一動作で陰茎全面に速やかにコンドー

ムを巻き戻せることができ、製造に費用がかからない、

一体型アプリケータ・アセンブリを含むコンドームを提

供する。

【解決手段】第１の側壁端部および第２の側壁端部を有

するコンドーム管状側壁１４が、第２の側壁端部から第

１の側壁端部に向かって外側にかつそれ自体の上に巻か

れて側壁ロールを形成するコンドーム管状側壁と、第１

の側壁端部で管状側壁１４に密封状態で接合するコンド

ーム末端壁と、把持用タブ端部セグメント３４を有する

軟質材料の細片３２であって、細片３２の把持用タブ端

部セグメント３４および触知可能な表面が側壁ロールか

ら突出するように、側壁ロール内に巻き込まれている少

なくとも１つの細片とを含む構成とする。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 側 壁 端 部 １ ６ お よ び 第 ２ の 側 壁 端 部 ２ ２ を 有 す る コ ン ド ー ム 管 状 側 壁 １ ４ で あ り 、
前 記 管 状 側 壁 １ ４ が 、 前 記 第 ２ の 側 壁 端 部 ２ ２ か ら 前 記 第 １ の 側 壁 端 部 １ ６ に 向 か っ て 外
向 き に か つ 前 記 管 状 側 壁 １ ４ の 上 に 巻 か れ て 側 壁 ロ ー ル を 形 成 す る コ ン ド ー ム 管 状 側 壁 １
４ と 、
前 記 第 １ の 側 壁 端 部 １ ６ で 、 前 記 管 状 側 壁 １ ４ に 密 封 状 態 で 接 合 す る コ ン ド ー ム 末 端 壁 １
６ と 、 並 び に
把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ を 有 す る 軟 質 材 料 の 少 な く と も １ つ の 細 片 ３ ２ で あ り 、 前
記 少 な く と も １ つ の 細 片 ３ ２ の 前 記 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ が 、 前 記 側 壁 ロ ー ル か
ら 突 出 す る よ う に 、 前 記 側 壁 ロ ー ル 内 に 巻 き 込 ま れ た 少 な く と も １ つ の 細 片 ３ ２ と 、 か ら
な る コ ン ド ー ム １ ０ に お い て 、
前 記 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ の 片 側 に 触 知 可 能 な 表 面 ３ ６ を 露 出 す る こ と を 特 徴 と
す る コ ン ド ー ム １ ０ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 側 壁 ロ ー ル Ｒ 内 に 巻 き 込 ま れ た 軟 質 材 料 の 少 な く と も ２ つ の 前 記 細 片 ３ ２ を 含 み 、 前
記 ２ つ の 細 片 ３ ２ が 、 前 記 管 状 側 壁 １ ４ の 横 方 向 に 対 向 す る 部 分 に 位 置 す る も の で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン ド ー ム １ ０ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 コ ン ド ー ム １ ０ が ラ テ ッ ク ス 材 料 で 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 細 片 ３ ２ が 前 記
ラ テ ッ ク ス 材 料 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン ド ー ム １ ０ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 細 片 ３ ２ が 、 少 な く と も 前 記 第 ２ の 側 壁 端 部 ２ ２ か ら 前 記 第 １ の 側
壁 端 部 １ ６ ま で 延 び る の に 十 分 な 長 さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン ド ー
ム １ ０ 。
【 請 求 項 ５ 】
コ ン ド ー ム １ ０ が 、 第 １ の 側 壁 端 部 １ ６ お よ び 第 ２ の 側 壁 端 部 ２ ２ を 有 す る コ ン ド ー ム 管
状 側 壁 １ ４ と 、 前 記 第 １ の 側 壁 端 部 １ ６ で 前 記 管 状 側 壁 １ ４ に 密 封 状 態 で 接 合 す る コ ン ド
ー ム 末 端 壁 １ ６ と を 含 む も の で あ り 、 コ ン ド ー ム ・ ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ ３ ０ が 把 持
用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ を 有 す る 軟 質 材 料 の 少 な く と も １ つ の 細 片 ３ ２ を 含 む も の で あ
る と き に 、
前 記 少 な く と も １ つ の 細 片 ３ ２ を 、 前 記 管 状 側 壁 １ ４ と 一 緒 に 前 記 第 １ の 側 壁 端 部 １ ６ に
向 か っ て 外 側 に か つ 前 記 管 状 側 壁 １ ４ の 上 に 巻 き 揚 げ て 側 壁 ロ ー ル を 形 成 し 、 そ れ に よ り
前 記 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ を 前 記 側 壁 ロ ー ル か ら 突 出 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む コ ン
ド ー ム ・ ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ ３ ０ を 含 む コ ン ド ー ム １ ０ の 組 立 て 方 法 に お い て 、
前 記 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ の 片 側 に 触 知 可 能 な 表 面 ３ ６ を 露 出 す る こ と を 特 徴 と
す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 一 般 に 、 産 児 制 限 お よ び 性 交 感 染 症 予 防 用 具 の 分 野 に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 本
発 明 は 、 一 体 型 コ ン ド ー ム ・ ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ を 有 す る コ ン ド ー ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 昔 か ら 様 々 な タ イ プ の コ ン ド ー ム お よ び コ ン ド ー ム ・ パ ッ ケ ー ジ が 存 在 し た 。
コ ン ド ー ム に は 潤 滑 性 お よ び 非 潤 滑 性 の 種 類 が 含 ま れ 、 ラ テ ッ ク ス な ど の 様 々 な 材 料 で 形
成 さ れ て い た 。 コ ン ド ー ム ・ パ ッ ケ ー ジ に は 、 密 封 状 の 包 み 、 包 装 材 料 、 お よ び 平 ら な 金
属 製 容 器 が 含 ま れ て い た 。 こ れ ら の 従 来 の コ ン ド ー ム お よ び コ ン ド ー ム ・ パ ッ ケ ー ジ に 関
す る 問 題 と は 、 使 用 者 が コ ン ド ー ム を 装 着 す る と き に そ の 補 助 を せ ず 、 ま た 使 用 者 が コ ン
ド ー ム を ど の 方 向 に 向 け る か 見 る こ と が で き な い た め に 暗 闇 で の 使 用 が 困 難 で あ る と い う
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こ と で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し た が っ て 本 発 明 の 一 目 的 は 、 一 体 型 ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ を 含 む コ ン ド ー ム を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 そ の ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ に よ っ て コ ン ド ー ム の サ イ ズ が 著
し く 増 大 し な い よ う な コ ン ド ー ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 暗 闇 の 中 で 触 れ る こ と に よ っ て ア プ リ ケ ー タ を 確 実 に か つ
容 易 に 動 作 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 コ ン ド ー ム を 方 向 づ け る 手 段 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 こ の ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ に よ っ て 、 使 用 者 の 手 の 単
一 動 作 で 陰 茎 全 面 に 速 や か に コ ン ド ー ム を 巻 き 戻 す よ う な コ ン ド ー ム を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 最 終 の 目 的 は 、 ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ の 製 造 に 費 用 が か か ら な い コ ン ド ー
ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 目 的 と 、 明 細 書 全 体 の 公 正 な 読 取 り お よ び 解 釈 に よ っ て 決 定 す る こ と
が 可 能 な そ の 他 の 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 側 壁 端 部 お よ び 第 ２ の 側 壁 端 部 を 有 す る コ ン ド ー ム 管 状 側 壁 で あ っ て 、 そ の 第 ２
の 側 壁 端 部 か ら 第 １ の 側 壁 端 部 に 向 か っ て 外 向 き に 、 か つ そ れ 自 身 の 上 に 巻 か れ て 側 壁 ロ
ー ル を 形 成 す る コ ン ド ー ム 管 状 側 壁 と 、 第 １ の 側 壁 端 部 で 管 状 側 壁 に 密 封 状 態 で 接 合 す る
コ ン ド ー ム 末 端 壁 と 、 片 側 に 触 知 可 能 な 表 面 を 持 つ 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト を 有 す る 軟
質 材 料 の 少 な く と も １ つ の 細 片 で あ っ て 、 そ の 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト を 容 易 に 把 持 す
る こ と が で き 、 か つ 触 知 可 能 な 表 面 を 認 識 で き る よ う に 、 少 な く と も １ つ の 細 片 の 把 持 用
タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト を 側 壁 ロ ー ル か ら 突 出 さ せ て 側 壁 ロ ー ル 内 に 巻 き 込 ま れ て い る 軟 質 材
料 の 少 な く と も １ つ の 細 片 と を 含 む コ ン ド ー ム が 提 供 さ れ る 。
コ ン ド ー ム は 、 側 壁 ロ ー ル 内 に 巻 き 込 ま れ た 軟 質 材 料 の 少 な く と も ２ つ の 細 片 を 含 み 、 こ
の ２ つ の 細 片 は 、 管 状 側 壁 の 横 方 向 で 、 対 向 す る 部 分 に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。 コ ン ド
ー ム は 、 ラ テ ッ ク ス ・ コ ン ド ー ム 材 料 で 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 ま た 少 な く と も １ つ
の 細 片 は 、 ラ テ ッ ク ス ・ コ ン ド ー ム 材 料 で 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 少 な く と も １
つ の 細 片 は 、 少 な く と も 側 壁 第 ２ 端 部 か ら 側 壁 第 １ 端 部 に 延 び る の に 十 分 な 長 さ で あ る こ
と が 好 ま し い 。 触 知 可 能 な 表 面 は 、 少 な く と も そ の 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト 上 に 設 け ら
れ る こ と が 好 ま し い 。
前 述 の 少 な く と も １ つ の 細 片 を 、 管 状 側 壁 と と も に 外 側 に か つ 管 状 側 壁 上 で 側 壁 第 １ 端 部
に 向 か っ て 巻 い て 側 壁 ロ ー ル を 形 成 す る 段 階 を 含 み 、 し た が っ て 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン
ト お よ び 任 意 選 択 の 触 知 可 能 な 表 面 が 側 壁 ロ ー ル か ら 突 出 す る コ ン ド ー ム を 組 み 立 て る 方
法 が 提 供 さ れ る 。
コ ン ド ー ム を 陰 茎 に 装 着 す る 方 法 で あ っ て 、 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト を 把 持 す る 段 階 と 、 そ の
触 知 可 能 な 表 面 を 感 じ る 段 階 と 、 コ ン ド ー ム を 適 正 な 方 向 に 向 け る 段 階 と 、 コ ン ド ー ム 末
端 壁 を 陰 茎 の 遠 位 端 に 置 き 、 こ れ に よ っ て 管 状 側 壁 ロ ー ル が 使 用 者 か ら 離 れ た 方 向 に 向 け
ら れ る 段 階 と 、 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト を 管 状 側 壁 か ら 横 方 向 に 外 側 へ と 引 き 、 こ れ に よ っ て
側 壁 ロ ー ル が 陰 茎 の 全 面 に 巻 き 戻 さ れ か つ 陰 茎 に 沿 っ て 長 手 方 向 に 送 ら れ る 段 階 と を 含 む
方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 方 法 に 、 少 な く と も １ つ の 細 片 を 持 ち 上 げ て 管 状 側 壁 か ら 取 り 外
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す 別 の ス テ ッ プ も 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 コ ン ド ー ム 自 体 は 、 コ ン ド ー ム 管 状 側 壁 と 、 末 端 壁 を 持 つ 閉 端 部 と 、 側 壁 リ ム を 持 つ 開
端 部 と を 有 す る 一 般 に 従 来 型 の デ ザ イ ン で あ る 。 コ ン ド ー ム は 、 側 壁 リ ム か ら 末 端 壁 に 向
か っ て 外 向 き に か つ そ れ 自 体 の 上 に 巻 き 揚 げ ら れ て 側 壁 ロ ー ル を 形 成 す る 管 状 側 壁 を 備 え
る 。
本 発 明 の コ ン ド ー ム ・ ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ は 軟 質 材 料 の ２ つ の 細 片 で 形 成 さ れ 、 管
状 側 壁 と 一 緒 に 側 壁 ロ ー ル に 巻 き 込 ま れ て 、 そ の 結 果 、 タ ブ 端 部 の セ グ メ ン ト が ロ ー ル か
ら 突 出 す る 。 端 部 タ ブ ・ セ グ メ ン ト は 、 暗 闇 の 中 で も 使 用 者 が 側 壁 ロ ー ル を 適 正 な 方 向 に
向 け る こ と が で き る よ う に 、 そ の 片 側 に 触 知 可 能 な 表 面 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら
の 細 片 を 側 壁 ロ ー ル に 巻 き 込 む コ ン ド ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 一 方 法 を 提 供 す る 。
コ ン ド ー ム を 使 用 す る た め に 、 使 用 者 は コ ン ド ー ム 末 端 壁 を 陰 茎 の 遠 位 端 に 接 触 さ せ て 置
く 。 そ れ に よ り 側 壁 ロ ー ル は 使 用 者 か ら 離 れ た 方 向 に 向 け ら れ る 。 こ れ は 、 使 用 者 が ２ つ
の タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト を 把 持 す る と き に 、 任 意 選 択 の 触 知 可 能 な 表 面 に 対 す る 使 用 者 の 触
覚 に よ っ て 暗 闇 の 中 で 行 わ れ る 。 次 い で 使 用 者 は 、 ２ つ の タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト を 陰 茎 の 側
面 か ら 横 方 向 に 外 側 へ と 引 く 。 こ の 単 一 動 作 に よ っ て 、 側 壁 ロ ー ル は 陰 茎 の 周 囲 に か つ 陰
茎 に 沿 っ て 長 手 方 向 に 速 や か に 巻 き 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 必 要 に 応 じ て 本 発 明 の 詳 細 な 実 施 形 態 を 本 明 細 書 に 開 示 す る が 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は
、 様 々 な 形 に 具 体 化 す る こ と が 可 能 な 本 発 明 の 単 な る 例 示 で あ る こ と が 理 解 さ れ る べ き で
あ る 。 し た が っ て 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 特 定 の 構 造 的 お よ び 機 能 的 な 詳 細 は 限 定 す る も
の と 解 釈 さ れ る べ き で は な い が 、 単 に 請 求 の 範 囲 の 基 礎 と し て 、 か つ 本 発 明 を 実 際 に 任 意
の 適 宜 詳 細 な 構 造 で 様 々 に 使 用 す る こ と を 当 業 者 に 教 示 す る た め の 代 表 的 な 基 礎 と し て 解
釈 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 図 面 に は 参 照 を 付 し 、 様 々 な 図 に 示 す 本 発 明 の 同 じ 特 徴 と 形 状 は 同 じ 参 照 数 字 に よ
り 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態
　 第 １ 図 か ら 第 ５ 図 を 参 照 す る と 、 コ ン ド ー ム 本 体 ２ ０ お よ び 一 体 型 コ ン ド ー ム ・ ア プ リ
ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ ３ ０ を 含 む コ ン ド ー ム １ ０ が 開 示 さ れ て い る 。 コ ン ド ー ム 本 体 ２ ０ 自
体 は 従 来 型 の コ ン ド ー ム の デ ザ イ ン で あ り 、 コ ン ド ー ム 管 状 側 壁 １ ４ と 、 コ ン ド ー ム 末 端
壁 １ ６ を 持 つ 閉 じ た 第 １ 側 壁 端 部 と 、 コ ン ド ー ム 管 状 側 壁 リ ム ２ ２ を 持 つ 開 い た 第 ２ 側 壁
端 部 と を 有 す る 。 コ ン ド ー ム １ ０ は 従 来 の 製 品 形 態 で 、 す な わ ち 管 状 側 壁 １ ４ が 側 壁 リ ム
２ ２ か ら 末 端 壁 １ ６ に 向 か っ て 外 側 に か つ そ れ 自 体 の 上 に 巻 き 揚 げ ら れ 、 側 壁 ロ ー ル Ｒ が
形 成 さ れ た 状 態 で 消 費 者 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の コ ン ド ー ム ・ ア プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ ３ ０ は 、 軟 質 材 料 で あ る 少 な く と も １
つ の 、 好 ま し く は ２ つ の 細 片 ３ ２ を 含 む 。 こ の 材 料 は コ ン ド ー ム 材 料 が 好 ま し い 。 細 片 ３
２ は 主 た る コ ン ド ー ム 本 体 ２ ０ か ら 分 離 し て お り 、 細 片 ３ ２ の 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト
３ ４ が 側 壁 ロ ー ル Ｒ か ら 突 出 す る よ う に 、 巻 か れ た 管 状 側 壁 １ ４ と 一 緒 に 長 手 方 向 に 巻 き
揚 げ ら れ て い る 。 第 １ 図 か ら 第 ３ 図 を 参 照 さ れ た い 。 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ は 、
片 側 に 触 知 可 能 な 表 面 ３ ６ を 有 し て い る 。 第 ５ 図 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 方 法
　 本 発 明 の 実 施 に 際 し 、 以 下 の 方 法 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。 細 片 ３ ２ が 少 な く と も 側
壁 リ ム ２ ２ か ら 実 質 上 コ ン ド ー ム 末 端 壁 １ ６ ま で 延 び る の に 十 分 な 長 さ と な る よ う に 、 軟
質 材 料 の シ ー ト か ら 切 り 取 ら れ る コ ン ド ー ム １ ０ の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。 第 ２ 図 を 参 照
さ れ た い 。 細 片 ３ ２ は 、 従 来 の コ ン ド ー ム の 手 法 に よ り 側 壁 １ ４ を 外 側 に か つ そ れ 自 体 の
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上 に 巻 く に つ れ て 、 細 片 ３ ２ の 触 知 可 能 な 表 面 ３ ６ を 有 す る 把 持 用 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３
４ が 自 在 な 状 態 で か つ 側 壁 ロ ー ル Ｒ か ら 突 出 し た ま ま の 範 囲 内 で 、 側 壁 １ ４ と 一 緒 に 巻 き
揚 げ ら れ る 。 第 ３ 図 か ら 第 ５ 図 を 参 照 さ れ た い 。 次 い で コ ン ド ー ム １ ０ は 、 従 来 の 密 封 式
コ ン ド ー ム １ ０ 容 器 （ 図 示 せ ず ） 内 に 包 装 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 コ ン ド ー ム １ ０ を 使 用 す る た め に 、 使 用 者 は 、 最 も 近 い 手 の 親 指 と 人 差 し 指 の 間 に 各 タ
ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ を 挟 み 、 触 知 可 能 な 表 面 ３ ６ に 触 れ て コ ン ド ー ム を 適 正 な 方 向 に 向
け る 。 こ れ は 、 コ ン ド ー ム が 適 正 に 方 向 づ け さ れ な い と 誤 っ た 方 向 に 巻 き 戻 さ れ る か ら で
あ る 。 必 要 な ら ば コ ン ド ー ム の 向 き を 変 え る 。 第 ５ 図 を 参 照 さ れ た い 。 次 い で 使 用 者 は 、
コ ン ド ー ム 末 端 壁 １ ６ を 従 来 の 方 法 で 陰 茎 Ｐ の 遠 位 端 に 接 触 さ せ て 置 き 、 こ の た め 管 状 側
壁 ロ ー ル Ｒ は 使 用 者 か ら 離 れ た 方 向 に 向 く 。 次 い で 使 用 者 は 、 最 も 近 い 手 の 親 指 と 人 差 し
指 の 間 に 各 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ を 把 持 し 、 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト ３ ４ を 陰 茎 Ｐ の 側 面 か
ら 放 射 状 に 、 外 側 へ と 引 く 。 第 ４ 図 を 参 照 さ れ た い 。 こ の 単 一 動 作 に よ っ て 、 巻 か れ た 側
壁 １ ４ は 素 早 く 巻 き 戻 さ れ 、 陰 茎 Ｐ の 全 面 を 長 手 方 向 に 進 む 。 管 状 側 壁 １ ４ が 完 全 に 巻 き
戻 さ れ る と 必 然 的 に 細 片 ３ ２ も 同 様 に 巻 き 戻 さ れ て コ ン ド ー ム 本 体 ２ ０ か ら 解 放 さ れ 、 し
た が っ て 細 片 ３ ２ は 使 用 者 に よ っ て コ ン ド ー ム 本 体 ２ ０ か ら 取 り 外 さ れ る 。 細 片 ３ ２ は 後
で 拾 い 、 使 用 済 み の コ ン ド ー ム 本 体 ２ ０ と 一 緒 に 処 分 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 を 、 様 々 な 用 語 で 、 ま た は あ る 実 施 形 態 で 、 ま た は 実 際 に 仮 定 さ れ る 変 形 例 に よ
り 説 明 し 、 開 示 し 、 例 示 し 、 か つ 図 示 し て き た が 、 本 発 明 の 範 囲 は そ れ に よ っ て 限 定 す る
こ と を 意 図 す る も の で も 考 え る べ き で も の で も な く 、 本 明 細 書 の 教 示 に よ っ て 提 案 す る こ
と が 可 能 な そ の 他 の 変 形 例 ま た は 実 施 形 態 は 、 と り わ け 本 明 細 書 に 添 付 す る 請 求 の 範 囲 の
広 が り お よ び 範 囲 内 に あ る も の と し て 特 に 確 保 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 使 用 者 に 提 供 さ れ る と き に 巻 か れ た 形 状 に あ る コ ン ド ー ム お よ び コ ン ド ー ム ・ ア
プ リ ケ ー タ ・ ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 管 状 側 壁 を 巻 き 揚 げ る 前 の 全 体 に 延 び た コ ン ド ー ム 本 体 と 、 第 １ 図 に 示 す よ う に
側 壁 と 一 緒 に 巻 き 揚 げ ら れ て 側 壁 ロ ー ル に な る ２ つ の 細 片 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ン ド ー ム 本 体 お よ び 一 部 組 み 立 て ら れ た 細 片 の 横 断 側 面 図 で あ り 、 管 状 側 壁 が
一 部 巻 き 揚 げ ら れ て 側 壁 ロ ー ル に な り 、 第 ２ 図 に 示 す ２ つ の 細 片 が 一 緒 に 巻 き 揚 げ ら れ て
管 状 側 壁 に 巻 き 込 ま れ て い る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 使 用 者 の 手 が 陰 茎 の 側 面 か ら 放 射 状 に 外 側 に 進 む に つ れ て ロ ー ル が 一 部 伸 ば さ れ
た こ と を 実 線 で 示 す 以 外 は 、 第 ３ 図 と 同 様 の 横 断 側 面 図 で あ る 。 完 全 に 巻 き 戻 さ れ た 管 状
側 壁 は 、 解 放 さ れ 分 離 し た 細 片 と と も に 破 線 で 示 す 。
【 図 ５ 】 タ ブ 端 部 セ グ メ ン ト 上 の 触 知 可 能 な 表 面 を 示 す 底 面 図 で あ る 。

10

20

30

(5) JP 2007-196002 A 2007.8.9



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(6) JP 2007-196002 A 2007.8.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

